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「学研災付帯賠償責任保険」のごあんない

対人・対物事故に備える保険
2025年4月1日以降保険開始用
学研災にご加入の皆様へ

本学は、（公財）日本国際教育支援協会が運営する「学研災付帯賠償責任保険」を取り扱っています。この保険は、学研災の加入者に対して、本学での教育研究活動中の
賠償責任事故に対する補償を提供するものです。詳細は、同協会HP掲載の「学研災付帯賠償責任保険加入者のしおり」をご覧ください。

正課や学校行事中等での賠償責任
事故を補償します（国内外）。

2025年度版

ご加入内容確認事項（意向確認事項）
本確認事項は、万一の事故の際に安心して保険をご利用いただけるよう、ご加入い
ただく保険商品が学生の皆様のご希望に合致した内容であること、お申込みいただ
く上で特に重要な事項を正しくご記入いただいていること等を確認させていただく
ためのものです。
お手数ですが以下の各質問事項について再度ご確認いただきますようお願いします。
なお、ご確認に当たりご不明な点等がありましたら、「ごあんない」に記載のお問
い合わせ先まで問い合わせてください。
1．保険商品が以下の点で学生の皆様のご希望に合致した内容となっていること

をこの「ごあんない」に記載されている重要事項説明書でご確認ください。
万一、ご希望に合致しない場合はご加入内容を再度ご検討ください。

□支払事由、お支払いする保険金
□保険金額（支払限度額）
□保険期間（保険のご契約期間）
□保険料・保険料払込方法

2．重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）の内容についてご確認いただきま
したか？
特に「注意喚起情報」には、「主な免責事由等」など学生の皆様にとって不利益
となる情報や、「補償の重複に関するご注意※」、「通知義務等」が記載されてい
ますので必ずご確認ください。
※例えば賠償責任が補償されるご契約の場合に、他に同種のご契約をされているとき

等、補償範囲が完全に重複することがあります。

保険に関するご質問・お問い合わせは
東京海上日動火災保険株式会社（幹事保険会社）公務第二部 文教公務室
〒102-8014 東京都千代田区三番町6番地4

 0120-587-050（フリーダイヤル）
受付時間：平日9:00 ～ 17:00（土・日・祝日・年末年始は除く）

指定紛争解決機関（注意喚起情報）
一般社団法人 日本損害保険協会 そんぽADRセンター（指定紛争解決機関）

0570-022808＜通話料有料＞

IP電話からは03-4332-5241をご利用ください。
受付時間：平日9:15-17:00

（土・日・祝日・年末年始は除く）
東京海上日動火災保険（株）は、保険業法に基づく金融庁長官の指定を受けた指定紛争解
決機関である（一社）日本損害保険協会と手続実施基本契約を締結しています。
東京海上日動火災保険（株）との間で問題を解決できない場合には、同協会に解決の申し
立てを行うことができます。
詳しくは、同協会のホームページをご覧ください。（https://www.sonpo.or.jp/）

事故のご連絡・ご相談は
東京海上日動学校保険コーナー

 0120-868-066（フリーダイヤル）
受付時間：平日9:00 ～ 17:00（土・日・祝日・年末年始は除く）

重要事項説明書
（契約概要・注意喚起情報のご説明）

必ずお読みください。

契約概要・注意喚起情報のご説明
●契約概要はご加入いただく保険の商品内容をご理解いただくために特に重要な

情報を記載したものです。ご加入いただく前に必ずお読みください。
●注意喚起情報はご加入いただく保険をお申込みいただく際に、ご加入いただく学

生の皆様にとって不利益となる事項等、特にご注意いただきたい情報を記載し
たものです。ご加入いただく前に必ずお読みください。

●この書面はご加入いただく保険に関する全ての内容を記載しているものではあり
ません。詳細については、（公財）日本国際教育支援協会のホームページに掲載
されている保険約款等によりますが、ご不明点等については同協会または東京
海上日動火災保険（株）までお問い合わせください。
※加入者証等は発行されませんのでこの「ごあんない」、「学研災付帯賠償責任保険加入

者のしおり」等、加入内容が分かるものを保管していただきますようお願いします。

契約概要
1．商品の仕組み、引受条件等
（1）商品の仕組み

この保険は、（公財）日本国際教育支援協会を契約者とし、同協会の賛助会員校
に在籍する学生で、かつ、学研災に加入している学生を被保険者（補償を受ける
ことができる方）とする団体契約です。保険証券を請求する権利、保険契約を解
約する権利等は同協会が有します。
ご加入いただける被保険者の範囲等については、1ページをご確認ください。

（2）補償内容・保険期間（保険のご契約期間）
①支払事由（補償の対象となる場合）、お支払いする保険金、②主な免責事由（補
償の対象とならない主な場合）、③保険期間等については、1 ～ 3ページをご確
認ください。

（3）引受条件（保険金額等）
この保険での引受条件（保険金額等）はあらかじめ定められたご契約コースの中
からお選びいただくこととなります。ご契約コースについての詳細は2ページを
ご確認ください。

2．保険料・保険料の払込方法
保険料はご加入いただくご契約コースなどによって決定されます。保険料につ
いては、2ページをご確認ください。保険料の払込方法については、学校の指示
に従ってください。

3．満期返れい金・契約者配当金
この保険には満期返れい金・契約者配当金はありません。

注意喚起情報
1．補償の重複に関するご注意

3ページをご確認ください。
2．告知義務等

加入時、引受保険会社に重要な事項※をお申出いただく義務があります。
・加入の際、告知事項が記載されていなかったり、告知事項が事実と違ってい

る場合には、契約が解除されたり、保険金をお支払いできないことがあります。
・他人のために保険契約を締結する場合、契約者またはその代理人に過失がな

かったとしても、被保険者（保険の対象となる方）またはその代理人の故意ま
たは重大な過失によって、集計報告書の記載事項が記載されていなかったり、
記載事項が事実と違っているときも同様です。

※他の保険契約等に関する事項を含みます。
3．通知義務等
（1）ご加入後における留意事項（変更事項の通知等）

退学等の際の通知や事故などが発生した場合の手続き等については3ページを
ご確認ください。

（2）次回更新契約のお引受け
保険金請求状況等によっては、次回以降の更新契約のお引受けをお断りしたり、
引受条件を制限させていただくことがありますのであらかじめご了承ください。

4．保険開始日
（1）4月入学生の保険責任は、4月1日午前0時から始まります。ただし、4月1日
以降のお取扱いは以下のとおりとなります。
①全員加入の場合：教授会等において決議※した保険加入日が4月1日以降のと

きは、決議された保険加入日の午前0時が責任開始となります。
②任意加入の場合：学生が在籍する会員校へ所定の保険料を支払った日が、4

月1日以降のときは支払った日の翌日の午前0時が責任開始となります。
（2）9月入学生の保険責任は、9月1日午前0時から始まります。ただし、9月1日
以降のお取扱いは以下のとおりとなります。
①全員加入の場合：教授会等において決議※した保険加入日が9月1日以降のと

きは、決議された保険加入日の午前0時が責任開始となります。
②任意加入の場合：学生が在籍する会員校へ所定の保険料を支払った日が9月1

日以降のときは、支払った日の翌日の午前0時が責任開始となります。
（3）10月入学生の保険責任は、10月1日午前0時から始まります。ただし、10月
1日以降のお取扱いは以下のとおりとなります。
①全員加入の場合：教授会等において決議※した保険加入日が10月1日以降の

ときは、決議された保険加入日の午前0時が責任開始となります。
②任意加入の場合：学生が在籍する会員校へ所定の保険料を支払った日が10月

1日以降のときは、支払った日の翌日の午前0時が責任開始となります。
※保険加入日時は決議日時より遡ることはできません。
5．主な免責事由（補償の対象とならない主な場合）等

2 ～ 3ページをご確認ください。
6．引受保険会社破綻時の取扱い

引受保険会社の経営が破綻した場合等には、保険金、返れい金等の支払いが一
定期間凍結されたり、金額が削減されることがあります。詳細は3ページをご確
認ください。

7．個人情報の取扱いについて
3ページをご確認ください。

その他ご留意いただきたいこと
1．共同保険について

共同保険については、3ページをご確認ください。

国内外において、学生（被保険者）が正課、学校行事、課外活動（＊3）またはその往復において、他人にケガを負わせた場合、他人の財物を
損壊した場合等により、法律上の損害賠償責任を負担することによって被る損害について保険金をお支払いします。

（＊3）学校の規則に則った所定の手続により、インターンシップまたはボランティア活動の実施を目的とした組織として承認を受けた学内学生団体が行うインターンシッ
プまたはボランティア活動をいいます。これ以外のクラブ活動中の事故は保険金支払の対象とはなりません。ただし、正課または学校行事に合わせてその日のクラブ活
動（学校が禁じているもの等は除きます。）に参加する場合、その住居と活動場所となる施設の間を合理的な経路および方法により移動中に行った行為は対象となる活
動に含みます。

補償内容

J-3

加入手続 　学校（＊2）によって取り扱うコースや加入に伴う手続きが異なりますので、学校（＊2）からの案内に従ってください。

（＊2）学校教育法に定める大学等のうち、（公財）日本国際教育支援協会の賛助会員である大学院、大学、短大または高等専門学校

学研賠（Aコース）：学生教育研究賠償責任保険／インターン賠（Bコース）：インターンシップ･教職資格活動等賠償責任保険／医学賠（Cコース）：医学生教育研究賠償責任保険

Cコース（医学賠）
医療関連実習中も安心！
医療関連学部の実習中、
学校行事中およびその
往復中などに発生した
賠償責任事故を補償し
ます！

（注）�Cコースに加入した場合、
AコースおよびBコース
に加入する必要はありません。

Bコース（インターン賠）
インターンシップや 
教育実習などに限定！
インターンシップ、介護体験活動、教育
実習、保育実習、ボランティア活動およ
びその往復中に発生した賠償責任事故を
補償します！

（注）医療関連実習、薬学教育実務実習を除きます。
（注）�学校が正課、学校行事または課外活動（＊3）

と認めたものに限ります。

Aコース（学研賠）
正課中や通学中などに起こして 
しまった事故の備え
に！
正課中、学校行事中、お
よびその往復中などに発
生した賠償責任事故を補
償します！

（注）�Aコースに加入した場合、Bコースに加入す
る必要はありません。

実験中、 
装置のセンサーを破壊
してしまった…

➡A・Cコース

加入コースを

学校（＊2）の指示に従って

選択してくだサーイ！

このような賠償責任事故の備えに

通学中、
歩行者に衝突！
ケガをさせて
しまった…

➡A・Cコース 病院実習中、実習先の
携帯電話を床に落とし、
破損させてしまった…

➡Cコース

インターンシップ中、
派遣先で商品を
壊してしまった…
➡A・B・Cコース

学研災キャラクター
サイちゃん

加入対象者
学校教育法に定める大学等のうち、

（公財）日本国際教育支援協会の賛助
会員である大学院、大学、短大または
高等専門学校に在籍する学生で、か
つ、学研災（＊1）に加入している学生に
限ります。
(＊1)「学生教育研究災害傷害保険」の略称

保険期間
•	4月入学生	 4月1日午前0時から翌年3月31日午後12時まで

•	9月入学生	 9月1日午前0時から翌年8月31日午後12時まで

•	10月入学生	 10月1日午前0時から翌年9月30日午後12時まで
（注）1年間加入の場合です。複数年加入の場合、その期間の終了する年度の各終期までとなります。
（注）�任意加入（学生が加入を決める場合）で、保険始期の前日までに学生が保険料を支払わなかった場合、保険期間

は保険料を支払った日の翌日午前0時から各終期までとなります。全員加入については4ページをご参照ください。
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3.	補償の対象となる場合
◆詳しくは約款によります。保険約款の内容は、（公財）日本国際教育支援
協会のホームページでご確認ください。

1．次に掲げる事由により保険期間中に他人の身体に障害（障害に起因する
死亡を含みます。以下同様です。）を負わせ、または他人の財物を損壊

（滅失、破損もしくは汚損）させたことに起因して被保険者が法律上の損
害賠償責任を負った場合

ア．上掲の表の「活動範囲」に定める活動（以下「活動」といいます。）の
遂行に起因して、活動中に発生した偶然な事故（施設賠償責任保険）

イ．活動の結果に起因してその活動の終了後に発生した事故、および、被
保険者の占有を離れた飲食物および正課、学校行事または課外活動（1
ページの＊3）の成果物（薬剤を含み、以下「生産物」といいます。）に
起因する偶然な事故（生産物賠償責任保険）

2．活動中の被保険者が使用または管理する他人の財物（以下「受託物」と
いいます。）を保険期間中に滅失、破損、汚損もしくは紛失し、または盗取
もしくは詐取されたことにより、受託物に対し正当な権利を有する者に対
し被保険者が法律上の損害賠償責任を負った場合（受託者賠償責任保険）

【お支払いする保険金の種類】
被保険者が負担する次の賠償金または費用に対して保険金をお支払いします。
※賠償責任の承認・賠償金額の決定に際しては、あらかじめ引受保険会社

の承認が必要です。
①被害者に対して支払責任を負う法律上の損害賠償金
②引受保険会社の書面による同意を得て支出した弁護士費用等の争訟費用

③他人から損害賠償を受ける権利の保全もしくは行使について必要な手続
きを行い、または既に発生した事故に係る損害の発生もしくは拡大の防
止について必要なその他の手段を講じた場合において、その手続きまた
は手段のために引受保険会社の書面による同意を得て支出した必要また
は有益な費用

④他人から損害賠償を受ける権利の保全もしくは行使について必要な手続
きを行い、または既に発生した事故に係る損害の発生もしくは拡大の防
止のために必要な手段を講じた後に損害賠償責任を負担しないことが判
明した場合において、応急手当、護送等緊急措置に要した費用または引
受保険会社の書面による同意を得て支出したその他の費用

⑤引受保険会社が被保険者に代わって被害者による損害賠償請求の解決に
当たる場合において、引受保険会社の求めに応じて協力するために支出
した費用

【保険金のお支払方法】
上記①の法律上の損害賠償金については、支払限度額を限度に保険金をお
支払いします。（受託者賠償責任保険の場合、事故が生じた場所および時
期における受託物の時価が限度となります。)
上記②～⑤の費用については、原則としてその全額が保険金のお支払対象
となります。ただし、②の争訟費用について、①損害賠償金の額が支払限
度額を超える場合は、「支払限度額÷①損害賠償金」の割合によって削減し
て保険金をお支払いします。

4.	補償の対象とならない主な場合
◆詳しくは約款によります。保険約款の内容は、（公財）日本国際教育支援
協会のホームページでご確認ください。

•	共通
①保険契約者または被保険者の故意
②戦争、変乱、暴動、騒じょうまたは労働争議
③地震、噴火、洪水、津波または高潮
④被保険者と他人との間に損害賠償に関する特別の約定がある場合におい

て、その約定によって加重された賠償責任
⑤排水または排気に起因する賠償責任
⑥核燃料物質、核原料物質、放射性元素、放射性同位元素等の有害な特性

の作用またはこれらの特性に起因する損害（放射能汚染、放射線障害を
含みます。）。ただし、医学的または産業的に利用される放射性同位元素
の使用、貯蔵または運搬中に生じた原子核反応、原子核の崩壊・分裂に
よる損害で、その使用・貯蔵・運搬に法令違反がなかった場合は除きます。

⑦被保険者が行う次の行為に起因する損害
・医療行為や人体に危害を生ずるおそれのある行為のうち、医師・歯科医

師・看護師・保健師・助産師以外の者が行うことを法令により禁じられ
ている行為

・薬品の調剤、投与、販売または供給
・あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師、柔道整復師、建築士、土

地家屋調査士、技術士、測量士または獣医師以外の者が行うことを法令
により禁じられている行為� 等

※ただし、Cコースにおいて医療関連実習で所定の要件を満たす場合には、
当事由は適用されません。また、AおよびCコースにおいて薬学教育実

務実習で所定の要件を満たす場合には、上記のうち「薬品の調剤・投与・
販売・供給」については適用されません。

⑧サイバー攻撃
•	施設賠償責任保険

①自動車、原動機付自転車、航空機、昇降機または施設外における船・車
両（原動力がもっぱら人力であるものを除きます）もしくは動物の所有、
使用または管理に起因する損害

②汚染物質の排出、流出、いっ出、放出または漏出に起因する損害および
汚染浄化費用（ただし、汚染物質の排出等が不測かつ突発的かつ急激で、
所定の期間内に被保険者が発見し、かつ、引受保険会社に所定の期間内
に通知した場合を除きます。）

③石綿、石綿の代替物質等の発がん性その他有害な特性に起因する損害�等
•	生産物賠償責任保険

①被保険者が故意または重大な過失により法令に違反して製造、販売もし
くは提供した生産物または行った活動の結果に起因する損害

②生産物自体の損壊または使用不能に係る賠償責任
③日本国内において発生した事故について、日本国外の裁判所に提訴され

た損害賠償請求訴訟
④汚染物質の排出、流出、いっ出、放出または漏出に起因する損害および

汚染浄化費用（ただし、汚染物質の排出等が不測かつ突発的かつ急激で、
所定の期間内に被保険者が発見し、かつ、引受保険会社に所定の期間内
に通知した場合を除きます。）

⑤石綿、石綿の代替物質等の発がん性その他有害な特性に起因する損害�等

1.	対象となる活動範囲
コース

活動範囲
Aコース（＊1）

（学研賠）
Bコース（＊2）

（インターン賠）
Cコース（＊3）

（医学賠）
（＊1）
医療関連実習を除きます。薬学教育実務実習を
含みます。

（＊2）
医療関連実習および薬学教育実務実習を除きます。

（＊3）
医療関連実習を含みます。

（＊4）
学校が正課、学校行事または課外活動と位置づ
けている場合に限ります。

（＊5）
医療関連学部・（学）科が、正課または学校行
事として位置づけて行う実習をいいます。

インターンシップ、介護体験活動、教育実習、
保育実習、ボランティア活動およびその往復（＊4） ○○ ○○ ○○

上記以外の正課、学校行事、課外活動および
その往復 ○○ × ○○

医療関連実習（＊5）およびその往復 × × ○○

2.	保険金額（支払限度額）・保険料
Aコース Bコース Cコース （＊6）　

被保険者1名かつ1年当たりの
支払限度額です。

（＊7）
免責金額とは、お支払いする保
険金の計算に当たって損害の額
から差し引く金額をいいます。
免責金額は被保険者の自己負担
となります。

支払限度額（＊6） 対人賠償と対物賠償合わせて1事故につき1億円限度（免責金額（＊7）：0円）

被
保
険
者 

1
名
当
た
り
保
険
料

1年間 340円 210円 500円
2年間 680円 420円 1,000円
3年間 1,020円 630円 1,500円
4年間 1,360円 840円 2,000円
5年間 1,700円 1,050円 2,500円
6年間 2,040円 1,260円 3,000円

※年度途中にご加入される場合も保険料は1年間単位となります。
※保険期間中の解約は可能ですが、当該年度分の保険料の払い戻しはありません。

•	受託者賠償責任保険
①自然発火または自然爆発した受託物自体の損壊
②受託物が寄託者に引き渡された後に発見された事故
③自転車、バイク、自動車、原動機付自転車、航空機、船舶、車両、動物、

楽器、貨紙幣、有価証券、印紙、切手、証書、帳簿、宝石、貴金属、美術品、
骨董品、勲章、き章、稿本、設計書、雛型その他これらに類する受託物
の損壊、紛失、盗取または詐取

④建物外部から内部への雨、雪、ひょう、みぞれまたはあられの浸入また
は吹込みによる損害

⑤給排水管、暖冷房装置、湿度調節装置、消火栓、業務用もしくは家事用
器具からの蒸気もしくは水の漏出もしくはいっ出またはスプリンクラー
からの内容物の漏出もしくはいっ出による損害

⑥受託物の使用不能に起因する損害　等

5.	その他
•	加入後における留意事項

加入後、次のようなことが生じた場合、遅滞なく学校の担当窓口（学生課・
学生支援課･保健センター等）へご通知ください。
・学部、学科等を変更する場合・保険期間中に通算して1年以上休学した

場合・加入コースを変更する場合・退学する場合
•	他の保険契約等がある場合

この保険契約と重複する保険契約や共済契約（以下「他の保険契約等」と
いいます。）がある場合は、次のとおり保険金をお支払いします。
①他の保険契約等から保険金や共済金が支払われていない場合：他の保険

契約等とは関係なく、この保険契約のご加入内容に基づいて保険金をお
支払いします。

②他の保険契約等から保険金や共済金が支払われている場合：損害額から
既に他の保険契約等から支払われた保険金や共済金を差し引いた残額に
対し、この保険契約のご加入内容に基づいて保険金をお支払いします。

•	補償の重複に関するご注意
補償内容が同様の保険契約（特約や引受保険会社以外の保険契約を含みま
す。）が他にある場合は、補償が重複することがあります。補償が重複す
ると、対象となる事故について、どちらのご契約からでも補償されますが、
いずれか一方のご契約からは保険金が支払われない場合があります。補償
内容の差異や支払限度額をご確認のうえ、ご契約の要否をご検討ください。
•	事故が起きたときの手続き

保険事故または保険事故の原因となる偶然な事故が発生したときは、遅滞
なく電話で東京海上日動の学校保険コーナーへ次の内容をご連絡ください。
・自分の氏名、年齢、在籍する学校名・事故発生日、時刻・事故発生場所
・被害者の氏名、年齢・事故の原因・被害（傷害、損壊等）の程度
また、学校の担当窓口（学生課・学生支援課・保健センター等）へ事故を起
こしたことを通知し、引受保険会社へ連絡したことを報告してください。ご連
絡が遅れた場合には、保険金を減額してお支払いすることがありますのでご
注意ください。保険金請求権には時効（3年）がありますのでご注意ください。
•	示談交渉サービスについて

示談交渉サービスは行いません。この保険には、引受保険会社が被害者と
の示談交渉を行う「示談交渉サービス」はありません。したがって、この
保険が適用されると考えられる事故が発生した場合には、引受保険会社の
担当部署からの助言に基づき、学生（被保険者）ご自身に被害者との示談
交渉を進めていただくことになりますので、あらかじめご承知おきください。
なお、引受保険会社の承認を得ないで賠償責任を承認しまたは賠償金額を
決定した場合には、賠償金額の全部または一部を保険金としてお支払いで
きない場合がありますので、ご注意ください。
•	先取特権について

賠償責任保険において、被保険者に対して損害賠償請求権を有する保険事
故の被害者は、被保険者が引受保険会社に対して有する保険金請求権（費
用保険金に関するものを除きます。）について、先取特権を有します（保険
法第22条第1項）。「先取特権」とは、被害者が保険金給付から他の債権
者に先立って自己の債権の弁済を受ける権利をいいます。
被保険者は、被害者に弁済をした金額または被害者の承諾を得た金額の限
度においてのみ、引受保険会社に対して保険金を請求することができます

（保険法第22条第2項）。
このため、被保険者からの請求を受けて引受保険会社が保険金をお支払い
できるのは、費用保険金を除き、次の①から③までの場合に限られますの
で、ご了解ください。
①被保険者が被害者に対して既に損害賠償としての弁済を行っている場合
②被害者が被保険者への保険金支払を承諾していることを確認できる場合
③被保険者の指図に基づき、引受保険会社から被害者に対して直接、保険

金を支払う場合

•	引受保険会社が経営破綻した場合等の取扱いについて
引受保険会社の経営が破綻した場合等には、保険金、返れい金等の支払い
が一定期間凍結されたり、金額が削減されることがあります。
なお、引受保険会社の経営が破綻し、ご契約者が個人、あるいは、「小規模
法人」（破綻時に常時使用する従業員等の数が20人以下の日本法人、外国
法人（日本における営業所等が締結した契約に限ります。））またはマンショ
ン管理組合である場合には、この保険は「損害保険契約者保護機構」の補
償対象となり、保険金、返れい金等は原則として80％（破綻保険会社の支
払停止から3か月間が経過するまでに発生した保険事故に係る保険金につ
いては100%）まで補償されます（保険契約者が個人等以外の者である保
険契約であっても、その被保険者である個人等がその保険料を実質的に負
担すべきこととされているもののうち、当該被保険者に係る部分について
は、上記補償の対象となります｡）。
•	個人情報の取扱いについて

保険契約者である(公財)日本国際教育支援協会は、引受保険会社に本契約
に関する、加入者の氏名・学籍番号・入金日等の個人情報を提供いたしま
す。引受保険会社および引受保険会社のグループ各社は、本契約に関する
個人情報を、保険引受の判断、本契約の管理・履行、付帯サービスの提供、
他の保険・金融商品等の各種商品・サービスの案内・提供、アンケート等
を行うために利用する他、下記①から⑥の利用・提供を行うことがありま
す。なお、保健医療等の特別な非公開情報（センシティブ情報）の利用目
的は、保険業法施行規則により、業務の適切な運営の確保その他必要と認
められる範囲に限定されています。
①本契約に関する個人情報の利用目的の達成に必要な範囲内で、業務委託

先（保険代理店を含みます。）、保険仲立人、医療機関、保険金の請求・
支払いに関する関係先、金融機関等に対して提供すること

②契約締結、保険金支払い等の判断をするうえでの参考とするために、他
の保険会社、（一社）日本損害保険協会等と共同して利用すること

③引受保険会社と引受保険会社のグループ各社または引受保険会社の提携
先企業等との間で商品・サービス等の提供・案内のために、共同して利
用すること

④再保険契約の締結、更新・管理、再保険金支払等に利用するために、国
内外の再保険引受会社等に提供すること

⑤質権、抵当権等の担保権者における担保権の設定等に係る事務手続きや
担保権の管理・行使のために、その担保権者に提供すること

⑥更新契約に係る保険引受の判断等、契約の安定的な運用を図るために、
保険の対象となる方の保険金請求情報等（過去の情報を含みます。）を
ご契約者およびご加入者に対して提供すること

詳しくは、東京海上日動火災保険（株）のホームページ（www.tokiomarine-
nichido.co.jp）および他の引受保険会社のホームページをご参照ください。
個人情報は、所属校が作成した加入者名簿を（公財）日本国際教育支援協
会が東京海上日動火災保険（株）へ提出することにより提供されます。こ
の取扱いに同意しない場合は、速やかに同協会へ申し出てください（これ
に同意しない場合は、この保険には加入できません。）。
•	重大事由による解除について

以下に該当する事由がある場合には、東京海上日動火災保険（株）はご加
入を解除することができます。この場合には、全部または一部の保険金を
お支払いできないことがありますので、ご注意ください。
・ご契約者、被保険者が東京海上日動火災保険（株）にこの保険契約に基

づく保険金を支払わせることを目的として損害等を生じさせた場合
・ご契約者、被保険者が、暴力団関係者その他の反社会的勢力に該当する

と認められた場合
・この保険契約に基づく保険金の請求に関し被保険者に詐欺の行為があっ

た場合　等

•	この「ごあんない」は、学研災付帯賠償責任保険（施設賠償責任保険・生産物賠償責任保険・受託者賠償責任保険）の概要について説明した
ものです。詳細は、（公財）日本国際教育支援協会のホームページに掲載されている保険約款等によりますが、ご不明の点については、学校の
担当窓口（学生課･学生支援課･保健センター等）までお問い合わせください。なお、ご加入後は「学研災付帯賠償責任保険加入者のしおり」
をご覧ください。お申込みになる方と被保険者が異なる場合は、この「ごあんない」の内容を被保険者にご説明くださるようお願いします。

•	学研災付帯賠償責任保険は、（公財）日本国際教育支援協会と以下の保険会社（予定）との間で締結された共同保険契約であり、東京海上日動
火災保険（株）が他の引受保険会社の代理、代行を行います。各引受保険会社は、契約締結時に決定する引受割合に応じて連帯することなく
単独別個に保険契約上の責任を負います。なお、引受割合については同協会にご確認ください。

あいおいニッセイ同和損保　 損保ジャパン　 東京海上日動（幹事保険会社）　 三井住友海上
•	学研災付帯賠償責任保険は賠償責任保険普通保険約款、施設所有（管理）者特別約款、生産物特別約款、受託者特別約款、学研災付帯賠償責

任保険特約条項等に基づく施設賠償責任保険・生産物賠償責任保険・受託者賠償責任保険のペットネームです。
〈契約者〉
公益財団法人　日本国際教育支援協会　学生支援部　学生保険課
〒153-8503　東京都目黒区駒場4-5-29   TEL：03-5454-5275　URL：https://www.jees.or.jp/

詳細は、上記協会HP掲載の「学研災付帯賠償責任保険加入者のしおり」をご覧ください。 検索日本国際教育支援協会　学研災
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3.	補償の対象となる場合
◆詳しくは約款によります。保険約款の内容は、（公財）日本国際教育支援
協会のホームページでご確認ください。

1．次に掲げる事由により保険期間中に他人の身体に障害（障害に起因する
死亡を含みます。以下同様です。）を負わせ、または他人の財物を損壊

（滅失、破損もしくは汚損）させたことに起因して被保険者が法律上の損
害賠償責任を負った場合

ア．上掲の表の「活動範囲」に定める活動（以下「活動」といいます。）の
遂行に起因して、活動中に発生した偶然な事故（施設賠償責任保険）

イ．活動の結果に起因してその活動の終了後に発生した事故、および、被
保険者の占有を離れた飲食物および正課、学校行事または課外活動（1
ページの＊3）の成果物（薬剤を含み、以下「生産物」といいます。）に
起因する偶然な事故（生産物賠償責任保険）

2．活動中の被保険者が使用または管理する他人の財物（以下「受託物」と
いいます。）を保険期間中に滅失、破損、汚損もしくは紛失し、または盗取
もしくは詐取されたことにより、受託物に対し正当な権利を有する者に対
し被保険者が法律上の損害賠償責任を負った場合（受託者賠償責任保険）

【お支払いする保険金の種類】
被保険者が負担する次の賠償金または費用に対して保険金をお支払いします。
※賠償責任の承認・賠償金額の決定に際しては、あらかじめ引受保険会社

の承認が必要です。
①被害者に対して支払責任を負う法律上の損害賠償金
②引受保険会社の書面による同意を得て支出した弁護士費用等の争訟費用

③他人から損害賠償を受ける権利の保全もしくは行使について必要な手続
きを行い、または既に発生した事故に係る損害の発生もしくは拡大の防
止について必要なその他の手段を講じた場合において、その手続きまた
は手段のために引受保険会社の書面による同意を得て支出した必要また
は有益な費用

④他人から損害賠償を受ける権利の保全もしくは行使について必要な手続
きを行い、または既に発生した事故に係る損害の発生もしくは拡大の防
止のために必要な手段を講じた後に損害賠償責任を負担しないことが判
明した場合において、応急手当、護送等緊急措置に要した費用または引
受保険会社の書面による同意を得て支出したその他の費用

⑤引受保険会社が被保険者に代わって被害者による損害賠償請求の解決に
当たる場合において、引受保険会社の求めに応じて協力するために支出
した費用

【保険金のお支払方法】
上記①の法律上の損害賠償金については、支払限度額を限度に保険金をお
支払いします。（受託者賠償責任保険の場合、事故が生じた場所および時
期における受託物の時価が限度となります。)
上記②～⑤の費用については、原則としてその全額が保険金のお支払対象
となります。ただし、②の争訟費用について、①損害賠償金の額が支払限
度額を超える場合は、「支払限度額÷①損害賠償金」の割合によって削減し
て保険金をお支払いします。

4.	補償の対象とならない主な場合
◆詳しくは約款によります。保険約款の内容は、（公財）日本国際教育支援
協会のホームページでご確認ください。

•	共通
①保険契約者または被保険者の故意
②戦争、変乱、暴動、騒じょうまたは労働争議
③地震、噴火、洪水、津波または高潮
④被保険者と他人との間に損害賠償に関する特別の約定がある場合におい

て、その約定によって加重された賠償責任
⑤排水または排気に起因する賠償責任
⑥核燃料物質、核原料物質、放射性元素、放射性同位元素等の有害な特性

の作用またはこれらの特性に起因する損害（放射能汚染、放射線障害を
含みます。）。ただし、医学的または産業的に利用される放射性同位元素
の使用、貯蔵または運搬中に生じた原子核反応、原子核の崩壊・分裂に
よる損害で、その使用・貯蔵・運搬に法令違反がなかった場合は除きます。

⑦被保険者が行う次の行為に起因する損害
・医療行為や人体に危害を生ずるおそれのある行為のうち、医師・歯科医

師・看護師・保健師・助産師以外の者が行うことを法令により禁じられ
ている行為

・薬品の調剤、投与、販売または供給
・あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師、柔道整復師、建築士、土

地家屋調査士、技術士、測量士または獣医師以外の者が行うことを法令
により禁じられている行為� 等

※ただし、Cコースにおいて医療関連実習で所定の要件を満たす場合には、
当事由は適用されません。また、AおよびCコースにおいて薬学教育実

務実習で所定の要件を満たす場合には、上記のうち「薬品の調剤・投与・
販売・供給」については適用されません。

⑧サイバー攻撃
•	施設賠償責任保険

①自動車、原動機付自転車、航空機、昇降機または施設外における船・車
両（原動力がもっぱら人力であるものを除きます）もしくは動物の所有、
使用または管理に起因する損害

②汚染物質の排出、流出、いっ出、放出または漏出に起因する損害および
汚染浄化費用（ただし、汚染物質の排出等が不測かつ突発的かつ急激で、
所定の期間内に被保険者が発見し、かつ、引受保険会社に所定の期間内
に通知した場合を除きます。）

③石綿、石綿の代替物質等の発がん性その他有害な特性に起因する損害�等
•	生産物賠償責任保険

①被保険者が故意または重大な過失により法令に違反して製造、販売もし
くは提供した生産物または行った活動の結果に起因する損害

②生産物自体の損壊または使用不能に係る賠償責任
③日本国内において発生した事故について、日本国外の裁判所に提訴され

た損害賠償請求訴訟
④汚染物質の排出、流出、いっ出、放出または漏出に起因する損害および

汚染浄化費用（ただし、汚染物質の排出等が不測かつ突発的かつ急激で、
所定の期間内に被保険者が発見し、かつ、引受保険会社に所定の期間内
に通知した場合を除きます。）

⑤石綿、石綿の代替物質等の発がん性その他有害な特性に起因する損害�等

1.	対象となる活動範囲
コース

活動範囲
Aコース（＊1）

（学研賠）
Bコース（＊2）

（インターン賠）
Cコース（＊3）

（医学賠）
（＊1）
医療関連実習を除きます。薬学教育実務実習を
含みます。

（＊2）
医療関連実習および薬学教育実務実習を除きます。

（＊3）
医療関連実習を含みます。

（＊4）
学校が正課、学校行事または課外活動と位置づ
けている場合に限ります。

（＊5）
医療関連学部・（学）科が、正課または学校行
事として位置づけて行う実習をいいます。

インターンシップ、介護体験活動、教育実習、
保育実習、ボランティア活動およびその往復（＊4） ○○ ○○ ○○

上記以外の正課、学校行事、課外活動および
その往復 ○○ × ○○

医療関連実習（＊5）およびその往復 × × ○○

2.	保険金額（支払限度額）・保険料
Aコース Bコース Cコース （＊6）　

被保険者1名かつ1年当たりの
支払限度額です。

（＊7）
免責金額とは、お支払いする保
険金の計算に当たって損害の額
から差し引く金額をいいます。
免責金額は被保険者の自己負担
となります。

支払限度額（＊6） 対人賠償と対物賠償合わせて1事故につき1億円限度（免責金額（＊7）：0円）

被
保
険
者 

1
名
当
た
り
保
険
料

1年間 340円 210円 500円
2年間 680円 420円 1,000円
3年間 1,020円 630円 1,500円
4年間 1,360円 840円 2,000円
5年間 1,700円 1,050円 2,500円
6年間 2,040円 1,260円 3,000円

※年度途中にご加入される場合も保険料は1年間単位となります。
※保険期間中の解約は可能ですが、当該年度分の保険料の払い戻しはありません。

•	受託者賠償責任保険
①自然発火または自然爆発した受託物自体の損壊
②受託物が寄託者に引き渡された後に発見された事故
③自転車、バイク、自動車、原動機付自転車、航空機、船舶、車両、動物、

楽器、貨紙幣、有価証券、印紙、切手、証書、帳簿、宝石、貴金属、美術品、
骨董品、勲章、き章、稿本、設計書、雛型その他これらに類する受託物
の損壊、紛失、盗取または詐取

④建物外部から内部への雨、雪、ひょう、みぞれまたはあられの浸入また
は吹込みによる損害

⑤給排水管、暖冷房装置、湿度調節装置、消火栓、業務用もしくは家事用
器具からの蒸気もしくは水の漏出もしくはいっ出またはスプリンクラー
からの内容物の漏出もしくはいっ出による損害

⑥受託物の使用不能に起因する損害　等

5.	その他
•	加入後における留意事項

加入後、次のようなことが生じた場合、遅滞なく学校の担当窓口（学生課・
学生支援課･保健センター等）へご通知ください。
・学部、学科等を変更する場合・保険期間中に通算して1年以上休学した

場合・加入コースを変更する場合・退学する場合
•	他の保険契約等がある場合

この保険契約と重複する保険契約や共済契約（以下「他の保険契約等」と
いいます。）がある場合は、次のとおり保険金をお支払いします。
①他の保険契約等から保険金や共済金が支払われていない場合：他の保険

契約等とは関係なく、この保険契約のご加入内容に基づいて保険金をお
支払いします。

②他の保険契約等から保険金や共済金が支払われている場合：損害額から
既に他の保険契約等から支払われた保険金や共済金を差し引いた残額に
対し、この保険契約のご加入内容に基づいて保険金をお支払いします。

•	補償の重複に関するご注意
補償内容が同様の保険契約（特約や引受保険会社以外の保険契約を含みま
す。）が他にある場合は、補償が重複することがあります。補償が重複す
ると、対象となる事故について、どちらのご契約からでも補償されますが、
いずれか一方のご契約からは保険金が支払われない場合があります。補償
内容の差異や支払限度額をご確認のうえ、ご契約の要否をご検討ください。
•	事故が起きたときの手続き

保険事故または保険事故の原因となる偶然な事故が発生したときは、遅滞
なく電話で東京海上日動の学校保険コーナーへ次の内容をご連絡ください。
・自分の氏名、年齢、在籍する学校名・事故発生日、時刻・事故発生場所
・被害者の氏名、年齢・事故の原因・被害（傷害、損壊等）の程度
また、学校の担当窓口（学生課・学生支援課・保健センター等）へ事故を起
こしたことを通知し、引受保険会社へ連絡したことを報告してください。ご連
絡が遅れた場合には、保険金を減額してお支払いすることがありますのでご
注意ください。保険金請求権には時効（3年）がありますのでご注意ください。
•	示談交渉サービスについて

示談交渉サービスは行いません。この保険には、引受保険会社が被害者と
の示談交渉を行う「示談交渉サービス」はありません。したがって、この
保険が適用されると考えられる事故が発生した場合には、引受保険会社の
担当部署からの助言に基づき、学生（被保険者）ご自身に被害者との示談
交渉を進めていただくことになりますので、あらかじめご承知おきください。
なお、引受保険会社の承認を得ないで賠償責任を承認しまたは賠償金額を
決定した場合には、賠償金額の全部または一部を保険金としてお支払いで
きない場合がありますので、ご注意ください。
•	先取特権について

賠償責任保険において、被保険者に対して損害賠償請求権を有する保険事
故の被害者は、被保険者が引受保険会社に対して有する保険金請求権（費
用保険金に関するものを除きます。）について、先取特権を有します（保険
法第22条第1項）。「先取特権」とは、被害者が保険金給付から他の債権
者に先立って自己の債権の弁済を受ける権利をいいます。
被保険者は、被害者に弁済をした金額または被害者の承諾を得た金額の限
度においてのみ、引受保険会社に対して保険金を請求することができます

（保険法第22条第2項）。
このため、被保険者からの請求を受けて引受保険会社が保険金をお支払い
できるのは、費用保険金を除き、次の①から③までの場合に限られますの
で、ご了解ください。
①被保険者が被害者に対して既に損害賠償としての弁済を行っている場合
②被害者が被保険者への保険金支払を承諾していることを確認できる場合
③被保険者の指図に基づき、引受保険会社から被害者に対して直接、保険

金を支払う場合

•	引受保険会社が経営破綻した場合等の取扱いについて
引受保険会社の経営が破綻した場合等には、保険金、返れい金等の支払い
が一定期間凍結されたり、金額が削減されることがあります。
なお、引受保険会社の経営が破綻し、ご契約者が個人、あるいは、「小規模
法人」（破綻時に常時使用する従業員等の数が20人以下の日本法人、外国
法人（日本における営業所等が締結した契約に限ります。））またはマンショ
ン管理組合である場合には、この保険は「損害保険契約者保護機構」の補
償対象となり、保険金、返れい金等は原則として80％（破綻保険会社の支
払停止から3か月間が経過するまでに発生した保険事故に係る保険金につ
いては100%）まで補償されます（保険契約者が個人等以外の者である保
険契約であっても、その被保険者である個人等がその保険料を実質的に負
担すべきこととされているもののうち、当該被保険者に係る部分について
は、上記補償の対象となります｡）。
•	個人情報の取扱いについて

保険契約者である(公財)日本国際教育支援協会は、引受保険会社に本契約
に関する、加入者の氏名・学籍番号・入金日等の個人情報を提供いたしま
す。引受保険会社および引受保険会社のグループ各社は、本契約に関する
個人情報を、保険引受の判断、本契約の管理・履行、付帯サービスの提供、
他の保険・金融商品等の各種商品・サービスの案内・提供、アンケート等
を行うために利用する他、下記①から⑥の利用・提供を行うことがありま
す。なお、保健医療等の特別な非公開情報（センシティブ情報）の利用目
的は、保険業法施行規則により、業務の適切な運営の確保その他必要と認
められる範囲に限定されています。
①本契約に関する個人情報の利用目的の達成に必要な範囲内で、業務委託

先（保険代理店を含みます。）、保険仲立人、医療機関、保険金の請求・
支払いに関する関係先、金融機関等に対して提供すること

②契約締結、保険金支払い等の判断をするうえでの参考とするために、他
の保険会社、（一社）日本損害保険協会等と共同して利用すること

③引受保険会社と引受保険会社のグループ各社または引受保険会社の提携
先企業等との間で商品・サービス等の提供・案内のために、共同して利
用すること

④再保険契約の締結、更新・管理、再保険金支払等に利用するために、国
内外の再保険引受会社等に提供すること

⑤質権、抵当権等の担保権者における担保権の設定等に係る事務手続きや
担保権の管理・行使のために、その担保権者に提供すること

⑥更新契約に係る保険引受の判断等、契約の安定的な運用を図るために、
保険の対象となる方の保険金請求情報等（過去の情報を含みます。）を
ご契約者およびご加入者に対して提供すること

詳しくは、東京海上日動火災保険（株）のホームページ（www.tokiomarine-
nichido.co.jp）および他の引受保険会社のホームページをご参照ください。
個人情報は、所属校が作成した加入者名簿を（公財）日本国際教育支援協
会が東京海上日動火災保険（株）へ提出することにより提供されます。こ
の取扱いに同意しない場合は、速やかに同協会へ申し出てください（これ
に同意しない場合は、この保険には加入できません。）。
•	重大事由による解除について

以下に該当する事由がある場合には、東京海上日動火災保険（株）はご加
入を解除することができます。この場合には、全部または一部の保険金を
お支払いできないことがありますので、ご注意ください。
・ご契約者、被保険者が東京海上日動火災保険（株）にこの保険契約に基

づく保険金を支払わせることを目的として損害等を生じさせた場合
・ご契約者、被保険者が、暴力団関係者その他の反社会的勢力に該当する

と認められた場合
・この保険契約に基づく保険金の請求に関し被保険者に詐欺の行為があっ

た場合　等

•	この「ごあんない」は、学研災付帯賠償責任保険（施設賠償責任保険・生産物賠償責任保険・受託者賠償責任保険）の概要について説明した
ものです。詳細は、（公財）日本国際教育支援協会のホームページに掲載されている保険約款等によりますが、ご不明の点については、学校の
担当窓口（学生課･学生支援課･保健センター等）までお問い合わせください。なお、ご加入後は「学研災付帯賠償責任保険加入者のしおり」
をご覧ください。お申込みになる方と被保険者が異なる場合は、この「ごあんない」の内容を被保険者にご説明くださるようお願いします。

•	学研災付帯賠償責任保険は、（公財）日本国際教育支援協会と以下の保険会社（予定）との間で締結された共同保険契約であり、東京海上日動
火災保険（株）が他の引受保険会社の代理、代行を行います。各引受保険会社は、契約締結時に決定する引受割合に応じて連帯することなく
単独別個に保険契約上の責任を負います。なお、引受割合については同協会にご確認ください。

あいおいニッセイ同和損保　 損保ジャパン　 東京海上日動（幹事保険会社）　 三井住友海上
•	学研災付帯賠償責任保険は賠償責任保険普通保険約款、施設所有（管理）者特別約款、生産物特別約款、受託者特別約款、学研災付帯賠償責

任保険特約条項等に基づく施設賠償責任保険・生産物賠償責任保険・受託者賠償責任保険のペットネームです。
〈契約者〉
公益財団法人　日本国際教育支援協会　学生支援部　学生保険課
〒153-8503　東京都目黒区駒場4-5-29   TEL：03-5454-5275　URL：https://www.jees.or.jp/

詳細は、上記協会HP掲載の「学研災付帯賠償責任保険加入者のしおり」をご覧ください。 検索日本国際教育支援協会　学研災
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「学研災付帯賠償責任保険」のごあんない

対人・対物事故に備える保険
2025年4月1日以降保険開始用
学研災にご加入の皆様へ

本学は、（公財）日本国際教育支援協会が運営する「学研災付帯賠償責任保険」を取り扱っています。この保険は、学研災の加入者に対して、本学での教育研究活動中の
賠償責任事故に対する補償を提供するものです。詳細は、同協会HP掲載の「学研災付帯賠償責任保険加入者のしおり」をご覧ください。

正課や学校行事中等での賠償責任
事故を補償します（国内外）。

2025年度版

ご加入内容確認事項（意向確認事項）
本確認事項は、万一の事故の際に安心して保険をご利用いただけるよう、ご加入い
ただく保険商品が学生の皆様のご希望に合致した内容であること、お申込みいただ
く上で特に重要な事項を正しくご記入いただいていること等を確認させていただく
ためのものです。
お手数ですが以下の各質問事項について再度ご確認いただきますようお願いします。
なお、ご確認に当たりご不明な点等がありましたら、「ごあんない」に記載のお問
い合わせ先まで問い合わせてください。
1．保険商品が以下の点で学生の皆様のご希望に合致した内容となっていること

をこの「ごあんない」に記載されている重要事項説明書でご確認ください。
万一、ご希望に合致しない場合はご加入内容を再度ご検討ください。

□支払事由、お支払いする保険金
□保険金額（支払限度額）
□保険期間（保険のご契約期間）
□保険料・保険料払込方法

2．重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）の内容についてご確認いただきま
したか？
特に「注意喚起情報」には、「主な免責事由等」など学生の皆様にとって不利益
となる情報や、「補償の重複に関するご注意※」、「通知義務等」が記載されてい
ますので必ずご確認ください。
※例えば賠償責任が補償されるご契約の場合に、他に同種のご契約をされているとき

等、補償範囲が完全に重複することがあります。

保険に関するご質問・お問い合わせは
東京海上日動火災保険株式会社（幹事保険会社）公務第二部 文教公務室
〒102-8014 東京都千代田区三番町6番地4

 0120-587-050（フリーダイヤル）
受付時間：平日9:00 ～ 17:00（土・日・祝日・年末年始は除く）

指定紛争解決機関（注意喚起情報）
一般社団法人 日本損害保険協会 そんぽADRセンター（指定紛争解決機関）

0570-022808＜通話料有料＞

IP電話からは03-4332-5241をご利用ください。
受付時間：平日9:15-17:00

（土・日・祝日・年末年始は除く）
東京海上日動火災保険（株）は、保険業法に基づく金融庁長官の指定を受けた指定紛争解
決機関である（一社）日本損害保険協会と手続実施基本契約を締結しています。
東京海上日動火災保険（株）との間で問題を解決できない場合には、同協会に解決の申し
立てを行うことができます。
詳しくは、同協会のホームページをご覧ください。（https://www.sonpo.or.jp/）

事故のご連絡・ご相談は
東京海上日動学校保険コーナー

 0120-868-066（フリーダイヤル）
受付時間：平日9:00 ～ 17:00（土・日・祝日・年末年始は除く）

重要事項説明書
（契約概要・注意喚起情報のご説明）

必ずお読みください。

契約概要・注意喚起情報のご説明
●契約概要はご加入いただく保険の商品内容をご理解いただくために特に重要な

情報を記載したものです。ご加入いただく前に必ずお読みください。
●注意喚起情報はご加入いただく保険をお申込みいただく際に、ご加入いただく学

生の皆様にとって不利益となる事項等、特にご注意いただきたい情報を記載し
たものです。ご加入いただく前に必ずお読みください。

●この書面はご加入いただく保険に関する全ての内容を記載しているものではあり
ません。詳細については、（公財）日本国際教育支援協会のホームページに掲載
されている保険約款等によりますが、ご不明点等については同協会または東京
海上日動火災保険（株）までお問い合わせください。
※加入者証等は発行されませんのでこの「ごあんない」、「学研災付帯賠償責任保険加入

者のしおり」等、加入内容が分かるものを保管していただきますようお願いします。

契約概要
1．商品の仕組み、引受条件等
（1）商品の仕組み

この保険は、（公財）日本国際教育支援協会を契約者とし、同協会の賛助会員校
に在籍する学生で、かつ、学研災に加入している学生を被保険者（補償を受ける
ことができる方）とする団体契約です。保険証券を請求する権利、保険契約を解
約する権利等は同協会が有します。
ご加入いただける被保険者の範囲等については、1ページをご確認ください。

（2）補償内容・保険期間（保険のご契約期間）
①支払事由（補償の対象となる場合）、お支払いする保険金、②主な免責事由（補
償の対象とならない主な場合）、③保険期間等については、1 ～ 3ページをご確
認ください。

（3）引受条件（保険金額等）
この保険での引受条件（保険金額等）はあらかじめ定められたご契約コースの中
からお選びいただくこととなります。ご契約コースについての詳細は2ページを
ご確認ください。

2．保険料・保険料の払込方法
保険料はご加入いただくご契約コースなどによって決定されます。保険料につ
いては、2ページをご確認ください。保険料の払込方法については、学校の指示
に従ってください。

3．満期返れい金・契約者配当金
この保険には満期返れい金・契約者配当金はありません。

注意喚起情報
1．補償の重複に関するご注意

3ページをご確認ください。
2．告知義務等

加入時、引受保険会社に重要な事項※をお申出いただく義務があります。
・加入の際、告知事項が記載されていなかったり、告知事項が事実と違ってい

る場合には、契約が解除されたり、保険金をお支払いできないことがあります。
・他人のために保険契約を締結する場合、契約者またはその代理人に過失がな

かったとしても、被保険者（保険の対象となる方）またはその代理人の故意ま
たは重大な過失によって、集計報告書の記載事項が記載されていなかったり、
記載事項が事実と違っているときも同様です。

※他の保険契約等に関する事項を含みます。
3．通知義務等
（1）ご加入後における留意事項（変更事項の通知等）

退学等の際の通知や事故などが発生した場合の手続き等については3ページを
ご確認ください。

（2）次回更新契約のお引受け
保険金請求状況等によっては、次回以降の更新契約のお引受けをお断りしたり、
引受条件を制限させていただくことがありますのであらかじめご了承ください。

4．保険開始日
（1）4月入学生の保険責任は、4月1日午前0時から始まります。ただし、4月1日
以降のお取扱いは以下のとおりとなります。
①全員加入の場合：教授会等において決議※した保険加入日が4月1日以降のと

きは、決議された保険加入日の午前0時が責任開始となります。
②任意加入の場合：学生が在籍する会員校へ所定の保険料を支払った日が、4

月1日以降のときは支払った日の翌日の午前0時が責任開始となります。
（2）9月入学生の保険責任は、9月1日午前0時から始まります。ただし、9月1日
以降のお取扱いは以下のとおりとなります。
①全員加入の場合：教授会等において決議※した保険加入日が9月1日以降のと

きは、決議された保険加入日の午前0時が責任開始となります。
②任意加入の場合：学生が在籍する会員校へ所定の保険料を支払った日が9月1

日以降のときは、支払った日の翌日の午前0時が責任開始となります。
（3）10月入学生の保険責任は、10月1日午前0時から始まります。ただし、10月
1日以降のお取扱いは以下のとおりとなります。
①全員加入の場合：教授会等において決議※した保険加入日が10月1日以降の

ときは、決議された保険加入日の午前0時が責任開始となります。
②任意加入の場合：学生が在籍する会員校へ所定の保険料を支払った日が10月

1日以降のときは、支払った日の翌日の午前0時が責任開始となります。
※保険加入日時は決議日時より遡ることはできません。
5．主な免責事由（補償の対象とならない主な場合）等

2 ～ 3ページをご確認ください。
6．引受保険会社破綻時の取扱い

引受保険会社の経営が破綻した場合等には、保険金、返れい金等の支払いが一
定期間凍結されたり、金額が削減されることがあります。詳細は3ページをご確
認ください。

7．個人情報の取扱いについて
3ページをご確認ください。

その他ご留意いただきたいこと
1．共同保険について

共同保険については、3ページをご確認ください。

国内外において、学生（被保険者）が正課、学校行事、課外活動（＊3）またはその往復において、他人にケガを負わせた場合、他人の財物を
損壊した場合等により、法律上の損害賠償責任を負担することによって被る損害について保険金をお支払いします。

（＊3）学校の規則に則った所定の手続により、インターンシップまたはボランティア活動の実施を目的とした組織として承認を受けた学内学生団体が行うインターンシッ
プまたはボランティア活動をいいます。これ以外のクラブ活動中の事故は保険金支払の対象とはなりません。ただし、正課または学校行事に合わせてその日のクラブ活
動（学校が禁じているもの等は除きます。）に参加する場合、その住居と活動場所となる施設の間を合理的な経路および方法により移動中に行った行為は対象となる活
動に含みます。

補償内容

J-3

加入手続 　学校（＊2）によって取り扱うコースや加入に伴う手続きが異なりますので、学校（＊2）からの案内に従ってください。

（＊2）学校教育法に定める大学等のうち、（公財）日本国際教育支援協会の賛助会員である大学院、大学、短大または高等専門学校

学研賠（Aコース）：学生教育研究賠償責任保険／インターン賠（Bコース）：インターンシップ･教職資格活動等賠償責任保険／医学賠（Cコース）：医学生教育研究賠償責任保険

Cコース（医学賠）
医療関連実習中も安心！
医療関連学部の実習中、
学校行事中およびその
往復中などに発生した
賠償責任事故を補償し
ます！

（注）�Cコースに加入した場合、
AコースおよびBコース
に加入する必要はありません。

Bコース（インターン賠）
インターンシップや 
教育実習などに限定！
インターンシップ、介護体験活動、教育
実習、保育実習、ボランティア活動およ
びその往復中に発生した賠償責任事故を
補償します！

（注）医療関連実習、薬学教育実務実習を除きます。
（注）�学校が正課、学校行事または課外活動（＊3）

と認めたものに限ります。

Aコース（学研賠）
正課中や通学中などに起こして 
しまった事故の備え
に！
正課中、学校行事中、お
よびその往復中などに発
生した賠償責任事故を補
償します！

（注）�Aコースに加入した場合、Bコースに加入す
る必要はありません。

実験中、 
装置のセンサーを破壊
してしまった…

➡A・Cコース

加入コースを

学校（＊2）の指示に従って

選択してくだサーイ！

このような賠償責任事故の備えに

通学中、
歩行者に衝突！
ケガをさせて
しまった…

➡A・Cコース 病院実習中、実習先の
携帯電話を床に落とし、
破損させてしまった…

➡Cコース

インターンシップ中、
派遣先で商品を
壊してしまった…
➡A・B・Cコース

学研災キャラクター
サイちゃん

加入対象者
学校教育法に定める大学等のうち、

（公財）日本国際教育支援協会の賛助
会員である大学院、大学、短大または
高等専門学校に在籍する学生で、か
つ、学研災（＊1）に加入している学生に
限ります。
(＊1)「学生教育研究災害傷害保険」の略称

保険期間
•	4月入学生	 4月1日午前0時から翌年3月31日午後12時まで

•	9月入学生	 9月1日午前0時から翌年8月31日午後12時まで

•	10月入学生	 10月1日午前0時から翌年9月30日午後12時まで
（注）1年間加入の場合です。複数年加入の場合、その期間の終了する年度の各終期までとなります。
（注）�任意加入（学生が加入を決める場合）で、保険始期の前日までに学生が保険料を支払わなかった場合、保険期間

は保険料を支払った日の翌日午前0時から各終期までとなります。全員加入については4ページをご参照ください。
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Guide to Liability Insurance Coupled with Gakkensai, "Futaibaiseki"

Insurance for accidents involving third 
parties or their property

Insurance effective as of April 1, 2025

For students covered under the Personal Accident Insurance for 
Students Pursuing Education and Research "Gakkensai"

This university/college offers the Liability Insurance Coupled with Personal Accident Insurance for Students Pursuing Education and Research provided by Japan Educational 
Exchanges and Services (JEES). This insurance provides enrollees with coverage for accidents occurring during educational and research activities while at university/college. For 
further information, please read the “Handbook for Enrollment” of this insurance available on the JEES website.

Covers l iabi l i ty during regular 
curricular activities, school events, 
etc. (in Japan and other countries).

Academic Year 2025

Students (the insured) will be covered up to the limit of payment against damages for which, during the period of this insurance, they may be held 
legally liable to pay in Japan or abroad for causing injuries to a third party or damaging any property belonging to a third party, etc. during their 
curricular activities, school events, extracurricular activities (＊3), or commuting to and from them.
(＊3) �“Extracurricular activities” refers to the internship or volunteer activities carried out in the school for internship or volunteer purposes by student groups that are approved 

by the school in accordance with the formalities prescribed by the school. Therefore, any accidents during other club activities outside of this scope will not be covered. 
However, coverage shall be provided for acts that occur while the insured is in transit between the residence and a facility that is the location for an activity, by reasonable route(s) 
and methods, when participating in club activities (excluding activities, etc. prohibited by the school) aligned to regular curriculum or school activities on the same day.

Compensation

Gakkenbai (Course A): Liability Insurance for Students Pursuing Education and Research / Intern-bai (Course B): Liability Insurance for Internships, Professional Qualification Activities, etc.
Igakubai (Course C): Liability Insurance for Medical Students Pursuing Study and Research

Course C "Igakubai"

Peace of mind during medical-
related practicum as well!
Pays damages for 
accidents that occur during 
practicum at medical 
related departments, 
school events and your 
commute!
(Note) �You do not need to 

enroll in course A and 
course B if you have enrolled in course C.

Course B "Intern-bai"

Limited to internships and educational 
practicum, or other similar programs!
Pays damages for accidents that occur during 
internships, hands-on nursing care activities, 
educational practicum, nursery practicum, volunteer 
activities and commuting to and from them!
(Note) �Excludes medical-related practicum and 

pharmaceutical educational practical training.
(Note) �Limited to regular curricular activities, school events or 

extracurricular activities (＊3) recognized by the school.

Course A "Gakkenbai"

Covers accidents occurring 
during your classes or commute!
Pays damages for 
accidents that occur 
during class, school 
events or your commute 
to and from school!
(Note) �You do not need to 

enroll in course B if you 
have enrolled in course A.

Breaking a device 
sensor while performing 

an experiment.
➡Courses A and C

Covers liability for damages such as these

Hitting a pedestrian 

during your commute 

and causing an injury.

➡Courses A and C
Dropping and breaking a 
mobile phone belonging 
to the hospital while 
doing an internship.

➡Course C

Breaking a product 

where you do your 

internship.
➡Courses A, B and C

Students covered under this insurance

Those currently enrolled in graduate schools, universities, 
junior colleges or technical colleges that are supporting 
members of Japan Educational Exchanges and Services 
(JEES) among the universities and other educational 
institutions stipulated in the School Education Law and 
who are insured by "Gakkensai" (＊1) .
(＊1) �Gakkensai is the Japanese abbreviation of the Personal 

Accident Insurance for Students Pursuing Education and 
Research.

Period of insurance

•	Students admitted in April:
From 0:00 a.m., April 1 to 12 p.m., March 31 of the following year.

•	Students admitted in September:
From 0:00 a.m., September 1 to 12 p.m., August 31 of the following year.

•	Students admitted in October:
From 0:00 a.m., October 1 to 12 p.m., September 30 of the following year.

(Note) �When enrolled for one year. For multi-year insurance contracts, the insurance is effective until the end of the 
academic year in which the insurance ends.

(Note) �The above applies to optional enrollment (decided by the student). If the student does not pay the premium 
by the day before the insurance period begins, the insurance period shall be from midnight the day after 
the premium is paid until the end of the period. For joint enrollment of all students, please refer to page 4.

Gakkensai Character: 
Sai-chan

Choose your course  
according to your  
school’s (＊2)  
instructions!

(＊2) �Graduate schools, universities, junior colleges or technical colleges stipulated within the School Education Law etc. that are supporting members of Japan Educational 
Exchanges and Services (JEES).

Enrollment details Follow instructions as given by your school (＊2), as enrollment procedures and the courses available differ at each school (＊2).

20241127_10421298_05_1523
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3. Main cases covered under this insurance
◆ �(For details please refer to the insurance clauses. Please check the content of 

the clauses on the Japan Educational Exchanges and Services (JEES) website.)
1. When the insured is held legally liable for damage caused by a disability to third 

parties (including death resulting from the disability; the same applying hereinafter) or 
for the damage to any property belonging to third parties (including loss, breakage, 
or stains) during the insurance period for the following reasons:

A. An unexpected accident occuring during the activities specified in "1. Scope of 
activities" above (hereinafter "activities"), which are caused by the implementation of 
these activities (Premises Liability Insurance).

B. An unexpected accident caused by food or drink or goods ( including 
pharmaceuticals, hereinafter “products”) supplied in connection with school curricula, 
school events, or extracurricular activities (＊3 on page 1) which were not in possession 
of the insured party, or an accident caused by these activities and arising after 
completion of these activities. (Product Liability Insurance)

2. When the insured has been held legally liable for damages during the insurance 
period by a person who is legally entitled to an entrusted article that the insured 
has subjected to destruction, damage, staining, loss, theft or fraud in relation to the 
property of another person (“entrusted property”) which was used or controlled by 
the insured during activities (Bailee’s Liability Insurance).

【Types of claims payable】
The Company shall pay the following compensation or expenses borne by the insured:
(Note) �Prior approval by the underwriting insurance company is required for the 

recognition of liability and the determination of compensation amount.
① Compensation for damages the insured is liable for;

② Legal expenses incurred, such as hiring a lawyer, with the written consent of the 
Company

③ Expenses incurred that are deemed necessary or beneficial, with the written 
consent of the Company, to preserve or exercise the right to receive compensation 
for damages from a third party, or in order to prevent the occurrence or extension of 
further damages from a prior accident;

④ Expenses for the need of emergency measures such as first-aid treatment and/
or escort, or other expenses incurred, with the written consent of the Company, in 
cases that have been deemed as creating no liability after taking the necessary steps 
to preserve or exercise the right to receive compensation for damages from a third 
party, or in order to prevent the occurrence or extension of further damages from a 
prior accident;

⑤ Expenses incurred in cooperation with requests from the underwriting insurance 
company in cases where the Company settles outstanding compensation for 
damages in lieu of the insured.

【Method of claim payments】
Regarding the legal damages in ① above, we will pay insurance claims up to the limit 
of payment. (In the case of fiduciary liability insurance, the limit is the market value of 
the consignment at the place and time when the accident occurred.)
In principle, the amount of expenses in ②-⑤ above is covered in whole by this 
insurance.
However, if the amount of damages in ① exceeds the limit of coverage, this insurance 
will cover a partial amount for legal expenses in ② calculated by reducing the "limit of 
coverage ÷ compensation for damages in ① " from expenses.

4. Main cases with no compensation
◆ �(For details please refer to the insurance clauses. Please check the content of 

the clauses on the Japan Educational Exchanges and Services (JEES) website.)

• Common
① Willful act of the policyholder or the insured;
② War, disturbances, riots, civil commotions or labor strikes;
③ Earthquakes, eruptions, floods, tsunamis, or high tide
④ Added liabilities from any special agreements entered into between the insured and 

a third party regarding damages;
⑤ Liability caused by the discharge of water or air;
⑥ Effects of nuclear fuel materials, nuclear source material, radioactive elements 

or radioisotopes, etc., or injury caused by the special characteristics of such 
substances (including radioactive contamination and radiation syndrome). However, 
this excludes injury suffered when there has been no violation of laws and ordinances 
through use, storage or transport of radioisotopes for medical or industrial use.

⑦ Damages caused by the following actions of the insured:
・medical activities and activities that may be harmful to the body, those of which are 

prohibited by law if not conducted by authorized doctors, dentists, nurses, health 
nurses, or birth attendants.

・compounding, administering, selling, or supplying pharmaceuticals
・acts prohibited by individuals who are not authorized shiatsu massage practitioners, 

acupuncturists, moxibustion practitioners, judo therapists, architects, real-estate 
investigators, engineers, surveyors, or veterinarians.

(Note) �However, in the case of Course C, the above cases are not applicable when 
prescribed requirements are fulfilled for a medical-related practicum. Also, 
in the case of Courses A and C, “compounding, administering, selling, or 
supplying pharmaceuticals” mentioned above is not applicable when prescribed 
requirements are fulfilled for pharmaceutical educational practical training.

⑧ Cyber attacks:

• Premises Liability Insurance
① Damage caused by the ownership, use or control of an automobile, motorcycle (less 

than or equal to 50cc), aircraft, elevator, boat or railroad car (excluding ones whose 
main driving power is human power), or animals outside of the facilities;

② Damage and cleanup cost caused by emission, discharge, escape or leakage of 
contaminants (however, this excludes cases where the emission, etc. of contaminant 
is unforeseen, unexpected and sudden, and the insured discovers this within the 
prescribed period of time and informs the underwriting insurance company within the 
prescribed period). 

③ Liability arising from carcinogenic or harmful substances such as asbestos and 
alternative substances;

• Product Liability Insurance
① Damages caused by products manufactured, sold and delivered willfully in 

contravention of laws or by gross negligence;
② Liability arising from unusable or damaged products;
③ Claim for damages from a lawsuit in courts overseas for accidents in Japan;
④ Damage and cleanup cost caused by emission, discharge, escape or leakage of 

contaminants (however, this excludes cases where the emission, etc. of contaminant 
is unforeseen, unexpected and sudden, and the insured discovers this within the 
prescribed period of time and informs the underwriting insurance company within the 
prescribed period).

⑤ Liability arising from carcinogenic or harmful substances such as asbestos and 
alternative substances;

• Bailees Liability Insurance
① Damage to bailed goods from spontaneous combustion or explosion;
② Accidents discovered after the delivery of bailed goods to the bailer;
③ Damage, theft, loss, or exploitation of bailed goods such as bicycles, motorcycles, 

motorized bicycles, automobiles, aircraft, watercraft, vehicles, animals, musical 
instruments, stocks and bonds, revenue stamps, postage stamps, bonds, account 
books, precious metals, gems, works of art, antiques, medals, badges, manuscripts, 
design specifications, templates and the like.

④ Internal damages from the permeation or blowing of rain, snow, hail, or sleet from 

1. Scope of activities
Course

Activities
Course A (＊1)

("Gakkenbai")
Course B (＊2)

("Intern-bai")
Course C (＊3)

("Igakubai")

(＊1)
Excludes medical-related practicum. Includes pharmaceutical 
educational practical training.

(＊2)
Excludes medical-related practicum and pharmaceutical 
educational practical training.

(＊3)
Includes medical-related practicum.

(＊4)
Limited to regular curricular activities, school events and 
extracurricular activities recognized by the school.

(＊5)
Medical-related departments and studies refers to regular 
curricular activities and school events recognized by the 
university.

During internships, nursing care experience, 
educational practicum, nursery practicum, volunteer 
activities and commuting to and from them. (＊4)

○○ ○○ ○○
Regular curricular activities, school events and 
extracurricular activities other than the above 
and commuting to and from them.

○○ × ○○

Medical-related practicum (＊5) and the commute × × ○○

2. Insured amount (limits of coverage) and premiums covered
Course A Course B Course C (＊6)

Limit of coverage for one insured person 
per year.

(＊7)
A deductible is the amount of money 
deducted from damages within calculated 
insurance payments. Deductible means 
the amount to be borne by the insured.

Limit of coverage (＊6) 100 million yen per accident combining both bodily injury and property damage. (No deductible(＊7))

P
rem

ium
 per insured 

person

1 year 340 yen 210 yen 500 yen

2 years 680 yen 420 yen 1,000 yen

3 years 1,020 yen 630 yen 1,500 yen

4 years 1,360 yen 840 yen 2,000 yen

5 years 1,700 yen 1,050 yen 2,500 yen

6 years 2,040 yen 1,260 yen 3,000 yen

(Note) The annual premium is charged even for those enrolling midway through the academic year.
(Note) Cancellation is possible during the insurance period, but the premium for that academic year will not be refunded.
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outside the building.
⑤ Damage caused by leakage or escape of vapor or water from water supply pipes, 

warm air-conditioning equipment, humidity control equipment, fire hydrants, or 

business/home use equipment, or leakage or escape of contents from sprinklers.
⑥ Damage caused by incompetent use, etc. of entrusted property.

5. Other
• Points of concern after enrollment
After enrolling in this insurance, please inform the section in charge of your school 
(the students section, student support section, health center, etc.) without delay in the 
occurrence of any of the following:
・Changing department, faculty, etc, being absent from school for 1 year or more in 

total during the period of insurance, changing the course you are enrolled in, and 
withdrawing from school

• Cases of concurrent insurance contracts
Insurance claims shall be paid in the following manner in cases where concurrent 
insurance contracts or mutual aid contracts exist, which duplicate in content with this 
insurance contract (hereinafter as "other insurance contracts").
① In cases where insurance claims or mutual aid benefits have not been paid by other 

insurance contracts: The payment of claims shall be made in accordance with the 
enrollment details of this insurance contract, regardless of other insurance contracts, etc.
② In cases where insurance claims or mutual aid benefits have been paid by other 

insurance contracts: The payment of claims shall be made in accordance with the 
enrollment details of this insurance contract with respect to the amount of damages 
after subtracting any insurance claims or mutual aid benefits paid by other insurance 
contracts.

• Notes regarding double compensation coverage
 In cases in which there is an insurance policy (includes insurance policies excluding 
special policies and insurance underwriting companies) that has the same 
compensation policy, the compensation coverage might be redundant. When the 
compensation coverage is redundant, any accidents that are within the coverage 
can be paid for by either policy. However, there is a possibility that the policyholder 
only receives compensation from one company. Please check the difference and the 
maximum coverage in the compensation policy and consider the necessity for the 
policy.

• Procedures in the event of an accident
When an insured event occurs, or an accident occurs causing an insured event to 
happen, you must contact the school insurance desk of Tokio Marine & Nichido Fire 
Insurance Co., Ltd. and inform them of the following information without delay.
・�Your full name, age, and enrolled school - Date and time of accident - Location of 

accident
・�Full name and age of the injured party - Cause of accident - Degree of damage (injury, 

destruction, etc.)
Also, please inform the school section in charge (the students section, student support 
section, health center, etc.) in the occurrence of any accident, and state that you have 
reported details of the above to the underwriting insurance company. Please note that 
a delay in giving the above notice may result in the reduction of claims payable, and the 
right to request claims is bound by the statute of limitations of three years.

• Out-of-court settlement services
Out-of-court settlement services are not available. This insurance does not offer 
settlement negotiation services as an insurance company between the insured and 
parties who sustained injury or damage. In the occurrence, therefore, of an accident 
liable under this insurance, be aware that you must conduct out-of-court negotiations 
directly with the injured party, upon advice from the department/section in charge at 
the underwriting insurance company. Moreover, please note that the admission of your 
liability or any agreement to the amount of damages given without approval from the 
underwriting insurance company may lead to the failure to receive the claim either in 
whole or in part.

• On liens
In personal liability insurance the injured party in an insured event who has the right 
to request damages against the insured has a lien on the insured's right to request 
the underwriting insurance company to pay insurance claims (excluding the right 
concerning insurance claims for expenses) (Paragraph 1 of Article 22 of the Insurance 
Law). "A lien" means the victim's right to receive compensation for the victim's credits  
out of the insurance benefits prior to all other creditors.
The insured may request the underwriting insurance company to pay claims to the 
extent of compensation made to victims or of the amount agreed by the injured party 
(paragraph 2 of Article 22 of the Insurance Law).
For the above reasons, the amount of insurance claims which the underwriting 
insurance company may pay upon request from the insured shall be limited to the 
cases of ① to ③ mentioned below, with the exception of insurance claims for expenses.
① The insured has already settled compensation for damages to the injured party;
② The victim can confirm agreement given by the underwriting insurance company for 

the payment of insurance claims to the insured; or

③ Under instruction from the insured, the underwriting insurance company makes the 
payment of insurance claims directly to the injured party.

• Handling of insolvency cases of an underwriting insurance company
In the event that the insurance company should become insolvent, there may be cases 
where the payment of claims, refunds, etc. is frozen for a certain period of time or 
where the amount of claims, refunds, etc. is reduced.
If, at the time of the insolvency of the underwriting insurance company, the policyholder 
is a private individual, a “small-scale corporation” (meaning Japanese corporations and 
foreign corporations (restricted to contracts entered into by offices in Japan) of which 
the number of regular employees at the time of the insolvency does not exceed 20) 
or a condominium owner association, this insurance shall be under the jurisdiction of 
the Non-life Insurance Policyholders Protection Organization and claims, refunds, etc. 
shall, in principle, be covered up to 80% (or 100% in respect of claims arising from 
the insured incident occurring within 3 months of the suspension of payment by the 
insolvent insurance company). (Even in the event that the policyholder is not in a private 
individual contract, the above coverage shall apply to the insured individual(s) for the 
part of the contract which the individual(s) actually bear premiums.)

• Handling of private information
Japan Educational Exchanges and Services (JEES), the policyholder of this insurance, 
will provide private information concerning the names, student numbers, payment 
dates, etc. of students enrolled in this insurance to the underwriting insurance 
companies in relation to this insurance. The underwriting insurance companies and 
their group companies will use such private information concerning this contract for the 
purposes of underwriting decisions, management and implementation of duties under 
this contract, provision of incidental services, information and provision of various other 
insurance and financial products and related services, conducting questionnaires, 
as well as in cases ① to ⑥ mentioned below. The purposes of using particular 
confidential health and medical information (sensitive information) are restricted to the 
scope considered necessary for the appropriate operation of insurance business and 
the like, under the Insurance Business Law Enforcement Regulations.
① Private information in this contract shall be provided to entities to accomplish 

purposes of use deemed necessary. Entities include entrusted businesses (including 
insurance agencies), insurance brokers, medical institutions, entities related to 
insurance claims and payments, financial institutions, and the like.

② Private information shall be used in cooperation with other insurance companies 
and the General Insurance Association of Japan for the purpose of making decisions 
regarding insurance claim payments and other matters.

③ Private information shall be used in cooperation between the direct writing insurance 
company and group companies of the underwriting insurance company, as well 
as between the underwriting insurance company and affiliated companies for the 
purpose of providing and introducing products and services.

④ Private information shall be supplied to domestic and overseas reinsurance 
companies for the purposes of entering, renewing and managing reinsurance 
contracts.

⑤ Private information shall be provided to secured parties for administrative procedures 
regarding the establishment, etc. of security rights of pledges, liens, etc., as well as 
the management and exercise of such rights.

⑥ Insurance money claim information etc. (including past information) of those covered 
by insurance shall be provided to the policyholder and the student enrolled in this 
insurance to ensure stable operation of the contract (e.g., judgments of insurance 
underwriting relating to renewal contracts)

For details, please refer to the websites of Tokio Marine & Nichido Fire Insurance Co., 
Ltd. (www. tokiomarine-nichido.co.jp) and other underwriting insurance companies. 
Private information will be included in a list of enrolled members prepared by their 
schools which Japan Educational Exchanges and Services (JEES) submits to Tokio 
Marine & Nichido Fire Insurance Co., Ltd. Should you find it difficult to agree to the 
above, you are requested to inform Japan Educational Exchanges and Services (JEES) 
immediately. (Agreement to the above is required to enroll in this insurance.)

• Cancellation due to significant reasons
In any of the following cases, Tokio Marine & Nichido Fire Insurance may cancel 
enrollment. Note that in such cases, the company may not be able to pay the insurance 
money either in whole or in part.
・The policyholder or insured caused damages or injury with the purpose of having 

Tokio Marine & Nichido Fire Insurance pay insurance money based on this policy.
・The policyholder or insured is affiliated with organized crime or is deemed to be an 

otherwise antisocial force, etc.
・The insured engaged in fraudulent activity with respect to the claim for insurance 

money based on this policy.

•	This “Guide” provides a summary explaining “Liability Insurance coupled with Gakkensai” (Premises Liability Insurance/Product Liability Insurance/Bailees Liability 
Insurance). Full details are given in the insurance clauses, etc. mentioned on the JEES webpage. For questions and concerns, etc., please contact the school
section in charge (the students section, student support section, health center, etc.). Furthermore, after taking out this insurance, please read the “Handbook for Enrollment 
of Liability Insurance coupled with 'Gakkensai'”. If the applicant is someone other than the insured person, please explain the content of this “Guide” to the insured person.

•	“Liability Insurance coupled with Gakkensai” is a contract of coinsurance entered into between Japan Educational Exchanges and Services and the following insurance 
companies (TBD) with Tokio Marine & Nichido Fire Insurance Co., Ltd. acting for and on behalf of the other insurance companies. Each insurance company bears 
obligations under the contract, not jointly but separately, in accordance with its underwriting share determined at the time of acceptance. For details of the shares, please 
confirm with JEES.

Aioi Nissay Dowa Insurance Sompo Japan Insurance Tokio Marine Nichido (Lead insurance company) Mitsui Sumitomo Insurance

•	“Liability Insurance coupled with Gakkensai” is a nickname given to the Premises Liability Insurance/Product Liability Insurance/Bailees Liability Insurance based on the 
Standard Provisions for Personal Liability Insurance, Coverage for Premises Owners (Management), Coverage for Products, Coverage for Bailees, Endorsement for “Liability 
Insurance coupled with Gakkensai”, etc.

〈Policyholder〉
Japan Educational Exchanges and Services (JEES) Student Insurance Division, Student Services Department
〒153-8503　4-5-29 Komaba, Meguro-ku, Tokyo TEL：03-5454-5275　URL：https://www.jees.or.jp/

For details, please read the “Handbook for Enrollment of ‘Liability Insurance coupled with Gakkensai’” on the JEES website. SearchJEES Futaibaiseki
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Check items for enrollment (confirming intention)
These check items are intended to make sure that customers may safely rely on this 
insurance in the event of an accident, by ascertaining that the product of insurance 
which customers are going to enroll in fully meets their needs and that they have made 
correct entries on items which are particularly important in applying for this insurance. 
Please take the time to look over each of the following points. For any questions or 
concerns, please use the contact information for inquires as mentioned in the “Guide” 
and other documents.
1. �Please confirm that the insurance product meets the needs of students 

in terms of the following points by checking the explanation of important 
matters described in this guide. In the unlikely event that it does not meet your 
expectations, please reconsider your subscription details.

□ Conditions and types of claims payable under this insurance
□ Insurance benefits (contract benefits)
□ Period of insurance (contract period of insurance)
□ Premiums and methods of payment for premiums

2. �Have you read and understood the Explanations for Important Points [Contract 
Overview/Points of Attention]?
Please pay particular attention to the information provided in “Points of Attention” 
such as “Main exclusions” that may disadvantage you, “Cautions about common 
compensation (Note) and “Duty of notice” sections.
(Note) �For example, the scopes of compensation overlap in cases where a rider that 

covers personal liability is attached and you have signed another insurance 
contract of a similar nature.

Explanation of Important Points
(Please be sure to read the Contract Overview & Points of Attention)

Contract Overview & Points of Attention Explanation
●The Contract Overview gives particularly important information for understanding the 

details of this product of insurance. Please be sure to read it before enrolling.
●The Points of Attention contains matters which may be disadvantageous to 

enrolling students and other matters which are very important to them at the time of 
enrollment. Please be sure to read them carefully before enrolling in this insurance.

●This document does not contain all information about this insurance. Full details 
are given in the insurance clauses, etc. mentioned on the webpage of the Japan 
Educational Exchanges and Services (JEES).For questions and concerns, etc., 
please contact Japan Educational Exchanges and Services (JEES) or Tokio Marine & 
Nichido Fire Insurance Co., Ltd.
(Note) �Please keep something from which subscription details can be understood, such 

as this “Guide” or the “Handbook for Enrollment of ‘Liability Insurance coupled 
with Gakkensai’,” etc. as an enrollment certificate, etc. is not issued.

Contract Overview
1. Framework and conditions of acceptance
(1) Product framework

This insurance is a group contract between Japan Educational Exchanges and 
Services (JEES), the policyholder, and students, the insured (those covered under 
insurance), who are enrolled in schools that are supporting members of JEES and 
who are insured by “Gakkensai”. JEES reserves the right to request the insurance 
policy and the right to cancel the insurance contract.
Please confirm the scope, etc. of the insured covered under this insurance on page 1.

(2) Compensation and period of insurance (insurance contract period)
Please confirm ① the main causes for payment (main cases for compensation), 
② the main reasons for exemption from responsibility (main cases not covered for 
compensation) and ③ the period of insurance and other details on pages 1-3.

(3) Conditions of acceptance (the insured amount, etc.)
Please make a decision based on the underwriting conditions of the insurance 
(the insured amount, etc.) from the prearranged insurance courses. For details on 
insurance courses, please refer to page 2.

2. Premiums and methods of payment for premiums
Premiums are decided based on the insurance course chosen and other factors. 
Please confirm the details on premiums on page 2, and pay premiums as instructed 
by your school.

3. Maturity refunds and policyholders’ dividends
There are no maturity refunds or policyholders’ dividends under this insurance.

Points of Attention
1. Cautions about common compensation

Please check page 3.
2. Duty of disclosure

At the time of enrollment, you are required to disclose important matters(＊1) to the 
underwriting insurance company.
・In the event that disclosure items are missing or they differ from the facts at the time 

of enrollment, the policy may be canceled, or insurance claims may not be payable.
・When concluding an insurance contract on behalf of another person, any failure to 

disclose pertinent matters, or any variance from fact in regard to disclosed items 
caused either by conscious intent or major oversight on behalf of the insured party (the 

person benefiting from the insurance) or that person's representative, and through no 
fault of the insuring party or their representative(s), shall be treated as indicated above.

(＊1) �This includes matters pertaining to other insurance contracts.
3. Duty of notice
(1) Points of concern after enrollment (notification of changes)

Please confirm the details about the obligation of reporting withdrawal from school, 
etc. and the procedure in the occurrence of an accident, etc. on page 3.

(2) Acceptance of a renewal contract
Depending on claims made, etc. there may be cases where we find it difficult to 
renew your contract for the next term or where we find it necessary to limit the 
conditions of insurance.

4. Commencement of liability
(1) Liability for insurance for students admitted in April begins at 0 a.m., April 1. 

However, commencement for insurance after April 1 shall be as follows.
① Enrollment of all students:

If the enrollment date decided (Note) at a faculty is after April 1, the coverage 
period shall commence from 0 a.m. of the resolved date of enrollment.

② Optional enrollment:
If the date of the application is on or after April 1, the coverage will begin from 0 a.m. 
of the day subsequent to the date when students pay the prescribed premiums to 
the member school they belong to.

(2) Liability for insurance for students admitted in September begins at 0 a.m. 
September 1. However, commencement for insurance after September 1 shall 
be as follows.
① Enrollment of all students:

If the enrollment date decided (Note) at a faculty is after September 1, the 
coverage period shall commence from 0 a.m. of the resolved date of enrollment.

② Optional enrollment:
If the date of the application is on or after September 1, the coverage will begin 
from 0 a.m. of the day subsequent to the date when students pay the prescribed 
premiums to the member school they belong to.

(3) Liability for insurance for students admitted in October begins at 0 a.m. October 1. 
However, commencement for insurance after October 1, shall be as follows.
① Enrollment of all students:

If the enrollment date decided (Note) at a faculty is after October 1, the coverage 
period shall commence from 0 a.m. of the resolved date of enrollment.

② Optional enrollment:
If the date of the application is on or after October 1, the coverage will begin 
from 0 a.m. of the day subsequent to the date when students pay the prescribed 
premiums to the member school they belong to.

(Note) �The enrollment date cannot be earlier than the date of determination.
5. Main exclusions (main cases with no compensation)

Please refer to page 2.
6. Handling of insolvent insurance companies

In the event that the underwriting insurance company should become insolvent, 
there may be cases where the payment of claims, refunds, etc. is frozen for a certain 
period of time or where the amount of claims, refunds, etc. is reduced. For details, 
please refer to page 3.

7. Handling of private information
Please refer to page 3.

Other points to be aware of
1. Coinsurance

For coinsurance, please refer to page 3.

J-3

For concerns or consultation about insurance
Tokio Marine & Nichido Fire Insurance Co., Ltd.  
(Lead underwriting insurance company) 
Educational Organization Division Government Sector Dept. 2
〒102-8014 6-4 Sanbancho, Chiyoda-ku, Tokyo

 0120-587-050（toll-free）
Business hours: 9 a.m. to 5 p.m. on weekdays
(Closed on Saturdays, Sundays, public holidays and the New Year holiday period)

For reports or consultation about accidents
School Insurance Desk, Tokio Marine Nichido

 0120-868-066（toll-free）
Business hours: 9 a.m. to 5 p.m. on weekdays
(Closed on Saturdays, Sundays, public holidays and the New Year holiday period)

Designated Conflict Resolution Institution (Points of Attention)

The General Insurance Association of Japan General Insurance Alternative
Dispute Resolution (ADR) Center (designated conflict resolution institution)

 0570-022808＜charged call＞
When calling from IP phones, please call 03-4332-5241.
Business hours: 9:15 a.m. to 5 p.m. on weekdays
(Closed on Saturdays, Sundays, public holidays and the New Year holiday period)
Tokio Marine & Nichido Fire Insurance Co., Ltd. has concluded a basic procedure 
implementation agreement with the General Insurance Association of Japan – a dispute 
resolution organization designated by the Director of the Financial Services Agency under the 
Insurance Business Law. If it is not possible to resolve a problem with Tokio Marine & Nichido 
Fire Insurance Co., Ltd., it is possible to file a petition for resolution to this organization. For 
more information, please visit the website of the General Insurance Association of Japan.
(https://www.sonpo.or.jp/)

Drafted in November 2024　24T-000567
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